
悩んでいる人へ、まずは相談を悩んでいる人へ、まずは相談を

～女らしく、男らしく、いえ私らしく、あなたらしく～

問い合わせ　人権政策課　男女共同参画推進係（☎内線５４２）

11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動週間です11月12日～25日は女性に対する暴力をなくす運動週間です

男女共同参画男女共同参画

電話相談ＤＶ被害の相談窓口一覧 （相談無料、通話料はかかります）

ちくし女性ホットライン

相談機関 電話番号 受付時間

月・水・木・金曜　正午～午後7時
土曜　午前10時～午後5時（いずれも祝日除く）

あすばる相談ホットライン
毎日（8月13日～15日を除く）　午前9時～午後5時

※金曜（祝日除く）は午後8時30分まで開設。

配偶者暴力相談支援センター
（筑紫）

☎（584）0052
月～金曜（祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

福岡県配偶者からの暴力相談電話
月～金曜　午後5時～午前0時

土曜・日曜・祝日　午前9時～午前0時

男性ＤＶ被害者のための

相談ホットライン
☎（571）1462 水・木曜（祝日除く）　午後5時～8時

金曜（祝日除く）　正午～午後4時

ＬＧＢＴの方のＤＶ被害者

相談ホットライン

 080

   （2701）5461

第2火曜（祝日除く）　正午～午後4時

第4火曜（祝日除く）　午後5時～8時

※各相談機関とも年末年始は休みです。

※ともに事前の予約が必要のため、ご相談される際には、予約受付電話にて予約してください。また、相談料は無料です。

☎（513）7335

☎（584）1266

性暴力被害等の相談窓口

性暴力

相談機関相談内容 電話番号 受付時間

犯罪被害

性暴力被害者支援センターふくおか

福岡県警察の犯罪被害者相談電話
「心のリリーフ・ライン」

☎(409)8100

☎(632)7830

年中無休、24時間対応

月～金曜（祝日除く）　午前9時～午後5時45分

相談機関 相談受付時間 予約受付電話

ルミナスＤＶ相談室

あすばる相談室

第2・4木曜日　午前10時～午後3時
祝日・年末年始・臨時休館日を除く

午前9時～午後5時
金曜日は午後6時～午後8時30分も受付
8/13～8/15、祝日・年末年始を除く

☎(925)5404
火曜日～土曜日　午前9時～午後5時

☎(584)1266
受付時間は左記の時間と同じ

メールなどによる相談

相談機関 相談方法

あすばるメール相談
（メール相談）

DV相談＋（プラス）
（電話・メール・チャット）

あすばるホームページの相談フォームからご相談ください。
https://www.asubaru.or.jp/93009.html
回答には１週間程度かかります。お急ぎの際は相談ホットラインをご利用ください。

電話相談：☎0120-279-889（24時間受付）
メール相談、チャット相談（正午～午後10時受付）はホームページからご利用ください。
https://soudanplus.jp/

面談相談

☎（663）8724

●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは？

配偶者や恋人など、 親密な関係にある人から振るわれる暴力のことです。暴力といっても殴る ・蹴るなどの身

体的な暴力だけでなく、暴言、生活費を渡さない、人との付き合いを制限させるなどの行為もＤＶにあたります。

●性暴力の二次被害について

勇気を出して相談したとしても、周囲からこのような反応をされることがあります。

「それって本当？」「あなたが無防備だったから」「あなたにも原因があるんじゃない？」

性暴力は、 時としてこのように「被害者の責任」にされることがあります。性暴力は被害者に責任があるのでは

ありません。悪いのは加害者です。しかし、実際にこのような心無い言葉に傷つき苦しんでいる人が大勢います。

もしあなたが被害者から相談を受けたら、 まずは否定せずに気持ちを受け止めてください。 「あなたは悪くない

よ」「あなたの責任ではないよ」と伝えてください。

●性暴力根絶のための取り組みが強化されます

内閣府の今年度の女性に対する暴力をなくす運動のテーマは「性暴力を、なくそう」です。

性暴力は、望まない ・同意のない性的な行為や発言のことで、その人の性に関する自己決定権や、人格を侵

害する極めて悪質な行為です。

●性暴力のイメージ

皆さんは「性暴力とは、若い女性が一人で夜道を

歩いている時に、 知らない人から被害を受ける」 と

いうイメージがありませんか？ところが内閣府の調

査によると 「顔見知りからの被害」が約８割を占め、

「知らない人からの被害」は約1割です（グラフ①）。

つまりこのイメージは性暴力の実態のごく一部で

しかありません。

●被害に遭っても相談しづらい

内閣府の調査によると、 半数以上の性暴力被

害者が「誰にも相談していない」と回答しています

（グラフ②）。また、 警察に相談した人は 1割未満

でした。

相談しない理由は 「恥ずかしい」 「思い出したく

ない」などです。

配偶者などからの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、セクシュアルハラスメントなどは特に

女性が被害を受けやすいことから、内閣府では毎年 11月 12日～ 25日を「女性に対する暴力

をなくす運動」として、全国でさまざまな取り組みを行っています。

太宰府市では、市民の皆さん一人一人が個性と能力を発揮しながら、家庭や地域、職場、学校などの

あらゆる場面において、 自分らしく生き生きと暮らすことができる「男女共同参画社会」の実現に取り組ん

でいます。

専門機関に相談することで、 自分の状況が整理できたり、 解決方法が見つかったりすることがあります。

相談しづらい場合は匿名での電話やメール、チャットなどで相談する方法もあります。秘密は守られますので

ご安心ください。

※身の危険を感じる緊急の場合は警察に通報してください。

パープルリボンは女性に対する暴力根絶運動のシンボルです。 ▶

配偶者や交際相手

職場・学校関係

親族

親の交際相手

その他知人

その他

知らない人

無回答

47.6

(%)

加害者との関係 （グラフ①）

無理やりに性交等された被害の相談経験 （グラフ②）

23.1

9.7

2.4

6

7.3

11.6

8.5

「平成29年内閣府男女間における暴力に関する調査」を基に作成

「平成29年内閣府男女間における暴力に関する調査」を基に作成

無回答 4.9

相談した
39相談

しなかった
56.1
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